
 

 



【事業概要】 

行事名：平成２８年度 島根県委託事業「みんなで学ぶ人権事業」 

       映画「さとにきたらええやん」上映会 ＆ 澤田直美さん人権講演会 

 

開催日時：平成２９年３月４日（土） 

上映時間 (1)10:00～11:40  (2)14:00～15:40 

澤田直美さん講演会 11:50～13:20 

演題：『 私は私らしく生きたい』 

～地域の人のかかわりから「おせ」にしていただきました～ 

 みらい子育てネット鳥取県地域活動連絡協議会 会長 

琴浦町立赤碕児童館 児童厚生員 

開催場所：松江市民活動センター（STIC ビル）５F 交流ホール 

 

一般前売１０００円、当日１３００円  介助者・学生以下無料 

 

主催：わ・わ・わの会（和と輪と羽の会） 

共催：部落解放同盟島根県連合会女性部 

後援：松江市／松江市教育委員会／島根県教育委員会／朝日新聞松江総局／ 

NHK 松江放送局／山陰中央新報社／島根日日新聞社／中国新聞社／毎日新聞松

江支局／読売新聞松江支局 

問合せ先：和と輪と羽の会 代表 阪本 清 mobile: 090-3372-5685 

 

■この映画は大阪 西成にある“さと”とよばれる「こどもの里」を舞台に、時に悩み、立ち

止まりながらも力強く成長していく子どもたちと、彼らを支える大人たちに密着した映画で

す。 

 “さと”と呼ばれるこの場所では０歳から２０歳までの子どもを、障がいの有無や国籍の

区別なく無料で受け入れています。地域の児童館として学校帰りに遊びに来る子や一

時的に宿泊する子、様々な事情から親元を離れている子だけでなく、子どもの親たちも

休息できる場として、それぞれの家庭の事情に寄り添いながら、貴重な地域の集い場と

して在り続けてきました。  

 

子どもたちを巡る状況が急激に変化している

今、子どもも大人も安心できる“居場所”とは何

かをこの映画と講演会を通して有意義な人権問

題を考える場にしたいと思います。 

 



感 想 集 

 

■里親です。５歳から来て今中学２の里親が一人。もう１０年目を迎えました。親権者の

母親へ帰る準備の道が少しずつ太くなっていくのがこの頃目に見えてきました。そんな時

にこの映画。マユミが重なってきて流れる涙が止まりませんでした。もう一人は発達障害

の子ども。小学２年の三学期から来て、小学６年の三学期から親元へ帰ることができま

した。受け入れてくれる家庭の理解が整ったことと、何よりも本人の安心が大きく育った

のが大きいと感じています。だからどうした！のではありません。近所や学校をはじめ（友

だち、学童）、数え切れない沢山の方々に助けていただいたからです。里親ってそんなも

んだと思っています、とても強く。中学２年の子どもは２年近くも反抗期が続いていて、こ

の頃はやっと目を合わせてくれるようになりました。男ってつらいです。目を合わせること

が悲しい時もあり、イライラする事もありましたが、それを我慢することと子どもから教わっ

たのかもしれません。まだまだ書きたいことはたくさんありますが・・・・。ありがとうございま

した。（松江市 ６０歳代） 

 

■知らないことを知れました。出演者一人一人の言葉が心に響きました。（倉吉市 ３０

歳代）  

 

■日雇い労働・母子家庭等様々なつらい状況

の中でも子供達が真っ直ぐ・一生懸命生きて

いく姿、成長していく姿に涙が出ました。エンド

ロールの「その後」の姿も良かったです。こうい

った大きい映画館（東宝 S 等）でやらないよう

な素敵な映画をこれからも期待しています。

（松江市 ２０歳代）  

 



■「心と懐が寒い時こそ胸を張れ」の歌を聞いて頑張らねばと思いました。釜ヶ崎では年

越しができず命を落とした人がいるとか・・・。その姿を見て「この役立たず」と子どもらが

襲撃するとか・・・。つらい立場である人が助け合って明るくすごしやすい町にしようと頑張

っている姿には感動です。未来をになう人が優しく思いやりある心がけで過ごせば、きっと

素晴らしい町に生まれ変わることでしょう。ぜひ希望を持ってつき進んでほしいと思いま

す。（雲南市 60 歳代） 

 

■「さとにきたらええやん」を見てとてもあたたかい気持ちになりました。様々な困難を抱

えながらも元気に、前向きにすごしている子供達と、それを支える人たちのかかわり合い

は本音のものでとても愛情を感じました。決して経済的にいえば幸せとはいえないかもし

れないけど、本当の人とのかかわり合いを持つ里の人たちをうらやましく思いました。今、

自己責任論だったり生活保護を受ける人に対するバッシングが世の中に蔓延する中で

大切なことはその人一人ひとりの背景をみて、その人の人間を見ることだと思います。イ

メージや偏見で決めつけることが居心地の悪さ、苦しい状況を作り出しています。自分が

できることはほぼないかもしれませんが、まずは知ること、考えること、周りに伝えること。

将来、医療者になるものとしてしっかりしていきたいと思いました。（出雲市 ２０歳代）  

 

■一人ひとりを大切に。デメキンさんのようになりたいです。（松江市 ５０歳代）   

 

■「子どもの里」の存在を知り、子どものためにも親のためにもとても良い場所だと思いま

した。虐待が増えている中で、こどもの里があると親が心のコントロールをして我が子を傷

つけずに済むと思いました。虐待は虐待をする人だけの問題ではなく、周りの人が力を貸

していくことが最重要だと思いました。（松江市 ２０歳代）  

 

■子供達を預かる仕事ですが、子供も職員も大変だなと思いました。職員の方も非常

なストレスがたまると思いますが、子供達や親にやさしく接しておられる姿を見て頭が下

がりました。（松江市 ６０歳代）  

 

■ずっと見たかった映画を見ることができてとて

も嬉しかったです。（３０歳代）  

 

■大人のしんどさを子どもがかかえて生きている。

この社会をなんとか変えなければと思います。 

 

 

 



■２０１６年秋に島根大学での上映を観そびれたので良かったです。感動的でした。大

阪の世界はなかなか身近なことに感じにくいのですが・・・。私も幼いころ“デメ”とあだ名

で呼ばれていたので親しみがわきました。（松江市 ５０歳代） 

 

■子育て中の同僚にチラシを見せてもらい関心を持って今日は参加しました。この映画

を通じて自分の人生を振り返る事ができ、また、今現在自分が携わっている福祉の職域

から感じる社会への疑問や人にとって大切なこと、自分が譲れないものに対する確信を

持つことができました。とても良い映画に出会えました。この上映機会を設けてくださった

皆様に感謝します。（松江市 ４０歳代）  

 

■生きる力をいただきました。良い映画をありがとうございました。（松江市 ６０歳代） 

 

■子供達の生き生きとした表情に元気づけられました。（松江市 ６０歳代） 

 

■スタッフの方がとても真っ直ぐ子供達と向き合っていてすてきだなと思いました。（松江

市 20 歳代） 

 

■私に出来る事を心がけていきます。（江津市 50 歳代） 

 

■二ヶ月ほど前から気になっていて、事前に休みを取っていたのに、その後別の用事が

入ったので来れないはずだったのが、その予定が急に無くなったので観に来れました。当

初ＡＭの部で来る予定にしてて、講演会もと思っていましたが結局ＰＭの部ギリギリ。ぜひ

機会があったら「こどもの里」へ訪ねて行きたいと思いました。大変に素晴らしいコミュニ

ティが作られていると思います。ある意味、「こどもの里」に居る子供達は幸せだと思いま

す。（元々の境遇的には決して幸せでは無かっ

たかもしれませんが） 

 うちの子（中学３年女と中学２年男）は発達障

害（アスペルガーと高機能自閉症）で小学校の

頃は特に学校で生活しにくい状況だったので、

「こどもの里」の様な場所が松江にもあったらな

あと、ずっと思っていました。現在はもうその必

要は無くなりましたが、ずっと以前はもしそんな

所（子どもの里の様な所）があるなら、その街に

引っ越そうと考えていた頃もありました。妻や子どもたちにも是非観せたいです。（松江市 

５０歳代）  

 



■島根で教員をしています。様々な子供達とふれあう中で、悩みを抱えた子供達をよく

目の当たりします。そのような子どもたちが少しでも幸せになれるように私たちが変えてい

かなくてはいけないと思いました。今日はありがとうございました。（松江市 ２０歳代） 

 

■スバラシイ映画をありがとうございました。ラップも覚えたいです。（松江市 ６０歳代） 

 

■映画がとても良かったです。学校、家庭以外の子供達の居場所の必要性を感じてい

ます。そんな思いにヒントとなるような映画でした。講演会も良かったです。単純に「差別

する人が悪い」ではなく、自分もその社会の一員であるという視点がとても良かった。（大

田市 ４０歳代）  

 

■子供達を取り巻く厳しい現実、それをなんとかしようとする大人たちの不断の努力に胸

を打たれるばかりでした。最後の子供達が確実に成長していく姿を見て希望が持てまし

た。澤田さんの話を聞いて、島根とはずいぶん違うのだと感じました。どっちがどうとかは

分かりませんが。（松江市 ５０歳代） 

 

■母子家庭、親の病気、貧困、老人の孤立など、いろいろな事が気になっています。居

場所作りに自分にできるこがないかと考えています。映画のパワーに圧倒されました。

（米子市 ５０歳代） 

 

■「こどもの里」の取り組みは釜ヶ崎が抱える地域性からの取り組みであると思うが、現

在の日本の貧困と格差の課題へのトポス（特定の場所？）作りとして必要に迫ったと思う。

こうした取り込みは各地の実情とニーズに寄り添った社会？源が生まれたらいいと思う。

取り組みには個人の気づきがないといけないし、仲間作りが求められる。私自身の問題

として、人を格付けする差別主義、レッテル主義と闘う意識を持ち、何らかの活動をして

いきたい。（松江市 ６０歳代） 

 

■大田市では観られないし助かりました。ありがとうございました。（大田市 ６０歳代） 

 

 

 

 

 



みんなで学ぶ人権事業
「さとにきたらええやん」上映会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11時５０分～13時20分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：市民活動センター

【琴浦町の紹介】
＊琴浦町での取り組み

【自己紹介】
      ＊私のルーツ

   1.私の育ち
＊おそるべし私

2.立場の自覚
       ＊私の自覚（カミングアウト）
       ＊わが子のカミングアウト

    ３.起きてみろ夜明けだ

   ４．私の同和教育
    ＊夢や希望が叶う社会の実現を

 ☺わたしのヒ・ミ・ツ いっぱい

φ(．．　)メモメモ…。

私は私らしく生きるために
～　地域の人のかかわりから「おせ」にしていただきました　～

日時：２０１７年３月４日（木）



ちょっと騒いでも大丈夫！
赤ちゃんや子どもと一緒に映画を

観れます。趣旨をご理解の上で赤ちゃん
同伴でない方も入場できます。場内を少し

明るくし、音量も少し大きめにします。
「映画は観たいけれど小さい子どもがいるか
ら無理…」とあきらめていたお母さん、お父さ
んのために膝の上、あるいは抱っこしていた

だいた状態で鑑賞できます。

ファミリータイムとは？

後援｜松江市／松江市教育委員会／島根県教育委員会／朝日新聞松江総局／ NHK 松江放送局／山陰中央新報社／島根日日新聞社／中国新聞社／
毎日新聞松江支局／読売新聞松江支局

主催｜わ・わ・わの会（和と輪と羽の会） 共催｜部落解放同盟島根県連合会松江支部　


